

























Actual State of Facility Care Labor 
Viewed from Step Count and Kinetic Intensity of Care Workers
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注１）
　本稿「３．研究結果（１）中堅・新人職員間で
の歩数量の差」で示された結果は、本研究全体に
おける論理的展開の必要性から著者論文「介護の
生活環境における唾液アミラーゼ活性によるスト
レス測定に関する研究」環境経営研究所年報(10)
【引用文献2】より引用している。
注２）
　武田ら（2005）の調査によると介護職員の歩数
は6,000 ～ 12,000歩の間に分布しており、平均は
9,447歩であり、涌井（2003）は平均歩数が12,927
歩、三浦ら（2001）は10,000 ～ 15,000歩位に分散
しているという調査結果を示している。本研究に
おいてもそれら調査結果と同様な結果を得ている
ものである。
介護職員の歩数量及び運動強度からみた施設介護労働の実態
